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「
党
内職
務
を
麗
し
ぶ
諮観
察処
一
会の
散
大
の
問題
点
に
自
を
つ
ぶっ
た

1
j
i
f－－…
・
8
日
は
午
前
9
時寸

分
とす
る」
と

い
長
しい
もの

だっ一
か
ら

だ
と

い
え
る
だ
雪
。

…
湖
沼明・・…
加分
か
ら
公
館
で
樫一

た 。

文卒中
、
第二
の実
権一
派
と
し
て一
ま
た
長
い党
務
や
行
政のベ
テ
ラ
ン一
原
副
知
事
ら
と
事務
打
ち
合
わ
せ 。
こ一

一

、
一
の
あと
程
釧地
方の
風
雪害
に
よ

る
被一

批判
され
ながら、
七三
年
四月
、
劇一
と
して
能率
を直視
、

盤
と
んと
児フ一

一

一

一
盤
状
況
、

対
僚に
つい
て報
告を
受け一

思
議をみせ
あ
察、
ま
さに一
音
喜
多での
正
常
化
を
強調一
「
除雪と
防災体制
持
参期す
よ一

すい
星の
よう
に太
陽系
内
に
現
れ、一
し、
文化
大革
命以
来

の
新
し
い
試
み一

う
に」
と
指
示。

一

葬
漏
え去っ
て
行っ
た 。

一
笠
宮
古重視
し
なかっ
た
。

ζれが一

午後は
町
田
選
択資
涼
開発協
議会一

六年
ずの
空
号
室、
初
め
て一
倍
程、
「
絶
え
ず階
級
闘争
を続
け

妄
を
水
資
源
開
を
つ
い
て

議一

公
設の
場
に
警見
せた

震
は、
さ一
な
ければ
、

中
国
語
ぴ資
本
主
義
に一

慢
の
琴ハ
ジン
石
油
開
発協
会
社一

一

一
長
、

渡
辺
東
日

豪
商

理
事
長

島
与
一

す
が
に
ちょっ
と
お
ずお
ず
し
た
とこ一
戻っ
てし＝

ち」
と

い
う
宅
主
席
ら

の一
つ
セ
。

一

ろも
あっ
た
と

い
われ
る
が、
そ
の
後一
持戒
を
招
く
結
果と
なっ
た 。

一

7

一

病
床
に
あ

る
周
首
絹
に
代
わす
て
、
事一

当地の
あ

る
外
交官
は「
都
民の
出一

1lJ
；
司
けJ

一

一

一

L

R
Z一
以
川

吉田
口
「

一

警の首
相
を務
め 、

室、
金
日
成一

盛・
回
答人
は、
＝一人
警
抗
ば一

ph
〈

岡国

一

朝
鮮
労働
党主
席
の訪
中
した
こ
ろ一
議論
を
始
め

ると
いう
ほ
ど
話
好
き 。

一

f
i
！・Iza－
－

一

は、
百
万
人市
民
で埋
まる
長
蓄
を
一
都民
主
宰
な
警
が
多す
ぎ
たの
で一
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1一

問
主
席
と
と
も

にバレ
1ド、

次
期
首一
は
ない
か」

老いっ
てい司
令
大学一
攻撃
を
笠
芸

る
そ
得
な

い
立
場と
な一

掃
を約
束
づ
け
ら

れ
た
かに
見
えた
。一

の壁
新聞
が
伝
える
郡
小
平語
録
は、
一

っ
た
。都

民
は外
閣の
客
人
を
通
えて一

だ
が、
結局
はリ
リ
ーフ

に
と
ど
まっ

一
確
か
に「弘
は
物
党
えが
悪
い
か
ら文一
燕
Z
Z
現
れ
て
も、
そ
の
他
の
覚、

一

た
ばか
D
か、
も
は
やベ
ン
チ

に
も
λ一
帯のこ
と
は
忘
れ
た」
「
横
文字も
読一
政
府
要人
か
ら離れて、
ボ
ツ
ン
とし一

れ
な

い日
差
え
た
。部

小
平
路
線
は一
め
なく
てど

己て
中
関
経
済の
養

一
て

い
ま
うな’こ
と
を
よぐ
見か
け－

なぜ
こ

れほ
ど
徹
底的
に
批
判
さ

れ
た一
が
はか
れ
るか」
「
大
紫を
見
に行
く一
た。
モ

の後、
準
国
鉾
首
相
が
首
相
代

か1
ひ
とこ
と
でい夫ば 、
毛沢
東
主一
い
く
ら
か
は
物’
見
遊山
だ」
な
ど、
文一
行
就
任
以
来
、空
港
では
絶－
丞3
同
行

席
ら
が
農
村
と
都
会、
良
民と
労働

一
警
護し
た
新し

い
幹
部か
ら
み
れ一
の
要
人
ら
と
に
こ
やか
に談
笑
して

い

者、
知
的
労
働
と
肉体
労働
の三
大
差一
ば、
具逃
せ
な

い
死一富
も多
かっ
た

。一
る
の
と
は
対
照的
で、
郎
氏の
心
中に

別
を縮
小
し、
平
等な
発
展
伊
あ
さ
そ一

結
局、
部
氏
の
替

えも中国
の
閉刀一
は、
乙

う
し
十
若

い幹
部
を中
心
と
す

うと
す
るの
に
対し、
都
民
は
国力
増一
増
強
を
願
う
吾京
り
と
はい
え、乙
れ一
る
批判
を
感じ
取っ
て

い・
たの
か
も
し

強
を
忽ぐ
あま
夕、
こ
う
した
中
国
社』
ら文
革
で登拐
し
た幹
部
た
ち
か
ら総－
れな

い。

部

復

活

は

周

主

導

ll
郵
小
平
氏
の

復事か
阜大
安門

事
件
後の

，
抜く苧
も
見
せぬグ
解
任

決定kz一一
る
ま
でを
ふ
hu返
る
と、
路

線闘争
の性
格

が特徴的
に浮
か
び
上

がっ
て
く

る
と
思
う
が
ー
。

中
略
ム「
自の
郡
小
平
氏止〈
町四
で
感

ず
る
の
は、
中
館

の

路線開争
その
も

のが非常に
根
深い
と

い
う
こ
と
と

、

グ
走資
派’
が
部
個
人

に
と
ど$
？り
な

い
深刻
な
背
景
が
あ

る
と

い
う乙
と

だ。

現在の
文革派
に
つ
な
が
る
路線

とその
アン
チテ
1
ぜ
と
も

い
うべ
き

流
れが
中国
社
会の
中

に
あ

ると
い
う

事
実
を
乙れ
ま
でに
な
く
あか
ら
さ
ま

にし
た
。

文他大革
命の
時
に都
民
は
批
判
さ

れ、
その
後
奇
貯則
的

な復活
を
と
げ
た

が
、
そ
の
復
活
は
「
病
を治
し
て
人

を
怒っ」
と

い
う臣官
択
東
主席
の
温
情

に
よっ

てではな
く

、
や
は
り、
路
線

闘
争
の一
環
であっ
た 。
七

0年代前

半
に
中
国
は
、
周
恩
来
首
相
を
中心
に

内
、
外政
の
転
換を
行っ
た
。一

口
に

い
う
と、

内政的
に
は
脱
文革
であ

p 、
と

の
結
果、

文事で
失
脚
し
た
旧

幹部
が
大

去に復
活し
た
。対外

面
で

は、
革
命
外
受
か
ら米
中
接近
、日
中

正
常
他
な
ど国
家
外
受
に
変
わっ
た
。

当
時
は
こ

れ
を，
潮流グ
と
好
ぴ、
都

小平
復
活
はこ
の
潮流
に
莱っ
た
わ
貯

だ。と
こ
ろが七
三
年
五
の
十金
大A訟
で

グ
皮
潮
涜グ
が
鼓
吹
さ

れ
始
め
た
。い

わ
ば
文革
の
対立
が持
ち
越
さ

れ
、
再

ぴ
表
面化
し

たわけ
だ 。
こ

の
過
程

で、
卸
小
平復
活と
い
うの
は
最
終
的

に
は
毛
主
席
の
一京
認

を得た
に
せ
よ、

核

戦

争

想

定

し

訓

練

沖縄の
米海
兵
践

担

当

将

校

も

加

わ

る
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